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１．序論 

 盛土の劣化・崩壊原因の一つは，盛土内部における地下水上昇である．この地下水上昇を防ぐ工法として水

平排水層が挙げられる．水平排水層は指針で標準の長さが定められている¹⁾が，長さに依る盛土内水位への効

果やその長期的変化の把握は極めて重要である．このため，盛土模型実験においても水平排水層の長さに着目

した内部浸食に関する検討を行う必要がある．そこで，本研究では盛土模型に対して，長さの異なる水平排水

層を設置して流量，水頭および粒度分布に与える影響を評価することを目的とした． 

２．実験概要 

 図-1 に盛土模型の概要図を示す．本実験で用いる盛

土模型は道路土工指針と既往研究²⁾を参考に，スケール

を 1/100，勾配 1:1.8，天端幅 60mm，盛土高 150 ㎜，基

盤高 50 ㎜，の高盛土を模擬した．内寸は幅 330 ㎜，高

さ 200 ㎜，奥行き 100 ㎜の模型土槽である．盛土斜面の

背面から水位上昇を与えることにより浸透を行った．浸

透水は高さの調節が可能なタンクから水を供給するこ

とで，一定の水位を保つことができる．本実験では浸透

水の高さを 240mm とし，盛土模型の背面側の給水槽は，

底面から高さ 150mm より上を止水テープで覆い，

150mm 以下からのみ水を供給した．水頭は図-１中①～

⑥に示す様にのり尻から水平に向かって 30 mm，

500mm，500mm，500mm，500mm，500mm，の位置にマ

ノメータを計 6 本設置し，観測を行った． 流量は法尻

側からの浸透流を計測した． 

 水平排水層は盛土模型の底面基盤部に設置した．水平

排水層の厚さは 5 ㎜，長さはそれぞれ case1:0mm(水平

排水層なし),case2:67.5mm,case3:135mm,case4:270mm と

した．本試験では岩国まさ土と水平排水層として宇部珪

砂 1 号を用いた．実験時間は 24 時間(1440 分)とした． 

３．実験結果 

 各 case の流量と経過時間の関係を図-2 に示す． 

水平排水層なしの case１は実験開始から 474 分後に崩壊し，水平排水層を設置した case2～4 は崩壊しない結

果となった．case2～4 を比較すると最も水平排水層の長い case4 が全体を通して流量が多く，水平排水層の短

い case2 の流量が少ないことがわかる．また，水平排水層の長さが長い方が初期の流量よりも 1440 分後の流

量の方が大きく，排水性の向上が大きいことわかる． 

 キーワード 盛土，水平排水層，水頭，流量，粒度分布 
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図-1 盛土模型の概要図 
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図- 2 流量と経過時間の関係 
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図-3～5 に case2～4 の水頭と経過時間の関係を示

す．⑥の位置を比較すると，水平排水層の長い case４

の水頭が低く，水平排水層の短い case2 の水頭が高い

ことがわかる．また，case3 と case4 では時間の経過に

伴って水頭が緩やかに増加していることがわかる． 

 写真-1 は case4 の実験開始から 5 時間後(300 分後)に

おける水頭の観測状況である．また，マノメータに設

けた浮標同士を直線で繋いで水頭を可視化している．

Case4 では水頭が盛土模型高さより低いことがわか

る．次に図-6 に case4 の盛土模型に対する各マノメー

タの位置での水頭を示す．この図からも図-4,5 と同様

に時間経過に伴って水頭が上昇していることがわか

る．これらの結果より長期的な降雨などにより高い地

下水位が保たれると，徐々に水頭が上昇していくこと

が考えられる．よって，長期的な高水位条件について

も検討する必要がある． 

 図-7 に case2～4 実験後，のり尻における粒度分布を

示す．図より，水平排水層が長いほど粒度変化が少な

いことがわかる． 

４．結論 

１．盛土模型において，水平排水層が盛土崩壊を防ぐ

効果があることを確認した． 

 ２．水平排水層が長いほど初期よりも 1440 分後の流

量の方が多くなり，排水性の向上がみられる． 

３．水平排水層が長いほど盛土内水頭が低くなる．ま

た，時間が経過するとともに、水頭が緩やかに増加する

ことを確認した． 

 ４．水平排水層が長いほど粒度変化が少ないことがわ

かった． 
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図- 3 水頭と経過時間(case2) 
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図- 5 水頭と経過時間の関係(case4) 
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図- 4 水頭と経過時間の関係(case3) 

 

写真- 1 実験時間 5 時間後の盛土表面と各水頭の様子 
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図-7 のり尻の粒度分布 

図- 6 盛土表面と各水頭の関係の時間変化 
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